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令和 6 年度第 5 回子ども・子育て会議 議事録 

 

1 日時 

令和 7 年 2 月 12 日（水）10：00～11：30 

 

2 場所 

和歌山市勤労者総合センター 6 階 文化ホール 

 

3 会議次第 

１ 開会 

２ 福祉局長挨拶 

３ 議題 

（１）和歌山市こども計画（案）に対する市民意見募集結果について 

（２）特定教育・保育施設の利用定員について 

（３）その他 

 ４ 閉会 

 

4 会議資料 

  資料１     和歌山市こども計画（案） 

  資料２     和歌山市こども計画（案）概要版 

  資料３     市民意見募集（パブリックコメント）結果について 

  資料４     和歌山市こども計画変更箇所一覧 

資料５     特定教育・保育施設の利用定員の変更申請施設一覧 

 

  参考資料   子どもの権利条約 

 

  補足資料    第４回和歌山市子ども・子育て会議における質問への回答について 
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司会 

ただいまから令和 6 年度第 5 回和歌山市子ども・子育て会議を開催いたします。 

本日の会議は、委員 19 人のうち、現在 15 人の委員の方の出席をいただいておりますの

で、和歌山市子ども・子育て会議条例第６条第 3 項の規定に基づき、本会議が成立しており

ますことをご報告いたします。 

また、議事録作成のために、本会議をレコーディングさせていただきますので、ご了承く

ださい。 

それでは、福祉局長よりご挨拶申し上げます。 

 

【福祉局長挨拶～】 

 

司会 

では、会議資料の確認をお願いいたします。 

 

【会議資料確認～】 

 

司会 

ここで、前回の第４回会議でお答えできなかった質問について、担当課より説明がありま

す。 

 

障害者支援課 

障害者支援課です。よろしくお願いします。前回会議ではその場でお答えすることができ

ず大変申し訳ございませんでした。改めて補足資料をもとに、ご説明させていただきます。 

前回の質問なんですけども、補足資料をご覧ください。 

質問の内容なんですけれども、療育園を利用した後、放デイなど、利用できるサービスに

ついて、手帳所持児童については～と書いた回答があるが、これは受給者証とかではなく、

療育手帳や障害者手帳のことを言っているのか。そうなると、かなりハードルが高く、なか

なか利用しづらいため、安心して働き、こどもたちも安心して保育を受けることができる環

境であるのか、分かりにくいので説明してほしいというものでした。 

それについての回答です。回答としましては、手帳所持児童について、手帳とは、療育手

帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳のことになります。 

児童発達支援事業や、放課後デイサービス保育所等訪問のサービスについては、早期療育

等の観点により、手帳の取得がなくとも、医師の意見書で対応しています。 

しかし、障害者福祉サービスのご利用につきましては、療育手帳、身体障害者手帳、精神

障害者保健福祉手帳の所持が条件であることをご理解願います。といった回答になります。 

以上でございます。よろしくお願いします。 
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司会 

本日の会議は 11 時 30 分を終了予定としています。 

それでは会長、和歌山市子ども・子育て会議条例第六条第 2 項に基づき、議事進行のほど

よろしくお願いいたします。 

 

会長 

改めまして皆さんおはようございます。 

本日もよろしくお願いします。これより、議長を務めさせていただきます。 

議事進行につきましては、皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 

では会議次第に基づきまして、会議を進めて参りたいと思います。 

本日は主にこども計画（案）に寄せられたパブリックコメントの結果について、報告をい

ただいて、それに関わるご意見などを、今日の会議の中でまずは出していただけたらなと思

っております。 

では、議題の方に入っていきたいと思いますけれども、まず議題 1、和歌山市こども計画

案に対する市民意見募集結果について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局から和歌山市こども計画（案）に対する市民意見募集結果について説明】 

 

会長 

説明ありがとうございました。 

事務局からの説明に基づきましてご意見をいただきたいんですけれども、資料１、あるい

は資料 3、4 を今、参照しながら説明をいただきました。 

その際、資料 3 の何ページ目とかっていう形で説明をしていただいたのと同じような形

で、委員の皆様も、全体で共有するために、どこの資料の何ページ目というふうに、意見の

初めに付け加えていただけると分かりやすいかなと思いますので、ご協力の方よろしくお

願いいたします。 

それでは、ご意見等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 

委員 

大量の情報をおまとめいただきありがとうございます。1 点は単なる意見です。 

資料 3、22 ページの 53 番ですね。公園のプレイリーダーということなんですけど、市の

回答のところの下から 2 行目、プレリーダーになっているので、オープンになるとのこと

で、棒が一本足りないだけですので、変えていただければいいなと思います。 

全体的なことに関する意見ですけども、7 者 56 件というところをどう評価するかという

ところは大きな課題かなというふうには思ってますけど、これは 1 ヶ月間という期間の中

でこれだけというのはまた、それをどう評価していいかなあというのは自分の中でも難し
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いところではありますが、全体的に言って、子どもの権利条例であったりとか、差別や偏見

とか、性的マイノリティなど様々な環境とか、障害とか支援、公園に関する意見が多かった

と個人的には思っております。 

後は、子育て相談とか、支援とか、職員のコメントに愕然とした事態があったところ等が

ありまして、そういったところで、保護者としてはいろんなことをなるべく簡単にというか、

今のキーワードではワンストップを、って部分かもしれませんけれども、スマホ一台ですべ

ての手続きが終わるというところが求められるのかなあというふうに思って、私はそれが

感想です。 

そこの中のコメントではないんですけれども、障害者支援事業をやってる身として、保護

者からいただいた 1 つの意見なんですが、障害者支援課という、この課の名称に、そこに行

くときに、どうも自分が障害者であったりとか障害を抱えるこどもがいるという親として

の目で見られるんじゃないかということで、ちょっと行きづらいんだという声を聞いたこ

とが、実際には 3 名あります。 

そういった部分で、他市町村でいくと例えば四日市市なんかはこども発達支援課とか、池

田市とかであれば発達支援課というような名称が違うわけですけれども、そういった小さ

なそういうところで、あれって思う方がいらっしゃるのであれば、それがやっぱり住みにく

いというか、行きづらいっていう感じを持たれるとやっぱり住みづらいなっていう感情に

なりかねないことだというふうに私としては感じたんです。 

実際には封筒を変えたりとか、看板を変えたりとか、いろいろとお金のかかることですけ

れども、そういった部分で障害者という言葉を、当然法律の関係でそういう言葉を使わなき

ゃいけないというところも、重々承知してるんですけども。 

実際そういう小さいところを変えていくことによって、より保護者としてのハードルが

下がるというか。かんばんばなきゃいけないというか、そこまで表現が良くないかもしれま

せんけれども、後ろ指を刺されているという気持ちになるというところで、少しずつなんか

ちょっと変えていけたら、保護者にとっても、こどもたちにとっても、また実際にその障害

を持ってる方々にとっても良いことなんじゃないかなあというので、意見です、以上です。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。その他いかがでしょうか。 

 

委員 

この度は本当に大量の情報をまとめていただいてありがとうございました。 

やはりちょっとその７人の方のご意見を見渡したときに、こうやって会議に出ている人

間でも事業内容が分かりにくいかなというところもありまして、回答の中を見てもファミ

リーサポートセンター事業、こども家庭センター、和歌山市立子ども支援センター、それか

ら障害児福祉のしおり、子ども発達支援ガイドブック、学校が苦手な児童生徒保護者が支え
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るリーフレットといった形で、やはりセンター名ですとか、そういったリーフレットの情報

ですとか、そういったものの場合、やはり直感的に分かりづらいというのがありました。 

Ｑ＆Ａではないんですけど、もう少しこう、どういった悩みを抱えたらこれがあるよって

いうのを分かりやすくするとよいのかなと。この会議全体を通した、アクセスのよさってい

うのは一つのテーマなんですけれども、改めて今回、いただいた市民意見とそれに対する市

の考え方というところを見渡していくと、少しアクセスがややこしいなという印象をちょ

っと持ちました、という感想になります。 

 

会長 

ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

 

委員 

今回、本当に細かいところまで確認されてありがたいなと思います。ありがとうございま

した。 

今回、普通に市民として出させていただいて 3 人子育てやってきて、今までなんでこん

なに困ってるのに、なんでやってくれないんだって思っていました。 

でも実際のところ、真ん中の子が病気で、支援をいただいたりとかして、本当にやってく

ださってたんだなあってすごい思ってたんです。 

で今回、皆さん意見出してくださったことに、こんなに真摯に市役所の方々が考えて、い

ろんな資料を調べて、直してくださってるっていうのは、やっぱり全然市民の人は知らない

んです。 

私も今回参加していたから、すごい力かけてくださったんだなと思ってるので、すごくも

ったいないなあと思っていて、アンケートでも、文句ばっかり言っていて、実はやってくれ

てるんだって、全然知らなくて、こう分断してる中で、すごい気になってるところなんです。 

今回、困ってることに対して何かしてくれるっていうのが、ちょっとでもわかれば、市民

の方もこうしたいとかあったりできると思うので、こんなんやってるんだよというのが市

民に分かるように、何か工夫があればいいなと。 

ホームページに載せてくださるって言うことなんですけど、たぶんほとんどの人は見な

いと思っていて、このせっかくやってるっていうのをどうにかならないのかなというのは

ちょっと思いました。 

 

会長 

 ありがとうございます。他いかがでしょうか。お願いいたします。 

 

委員 

ありがとうございます。 
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ちょっと全然まだ見れてないんですけど、資料 3 の 23 ページ、55 番。 

公園の簡易トイレの不便さ、汚さ、ここにも、子ども 2 人連れていると、ほっとけないの

で母親自身がトイレにも行けないみたいなことは、よく拠点事業の中でも聞くんです。 

それに対して、バリアフリー機能のあるトイレに更新していく予定ですと。これはすごく、

早く進めていただければありがたいなと思うんですけれども、そのあとに、これも多分ホー

ムページ載る文章だと思うので、性被害の対策については、利用する際は友人に近くで待機

してもらう等の対策を周知していきますっていうのがちょっと分かりにくい。 

どういうふうに周知していくのかなと。当然本人たち的にも気をつけないといけないと

ころでもあるんでしょうけれども、バリアフリーのトイレにしていきますよという回答の

後にこれが来るとちょっと突き放されたような感じがするんです。それが難しいから、こう

いう声が上がってきてるんだと思うんです。回答としてちょっとどうかなって思いました。 

 

会長 

ありがとうございます。 

それじゃこれは、公園での性被害対策のことですよね。これについては、現状のトイレの

構造上では難しいというふうな、回答が出ておりますけれども、その辺りもう少し詳しく、

あるいは、文言をもう少し見直してはどうかというふうなご意見だったかと思いますけど

も、いかがでしょうか。 

 

子育て支援課 

公園のトイレの対策についてということなんですけど、今回ご意見をいただいてるんで

すけども、公園のトイレのことに関して、どういう形で進めるか、計画そのものにも実際入

ってないのも事実でして、また公園緑地課が実際この会議に来ていないという状況であり

ます。いただいたご意見に関して公園緑地課の方にお伝えさせていただいて、今後どう対処

するのか、また、個別に対策を考えるようにお話させていただければなと思っています。以

上です。 

 

事務局 

 先ほど委員が言われた、こども計画を策定しましたという情報につきましては、和歌山市

子育て支援課の公式インスタグラムや X で周知します。また、和歌山市来年度、別の媒体

で周知の方も検討していますので、よろしくお願いします。 

 

会長 

こども計画案についてですけれども、今日、本日の会議が一応最終の予定で、計画を確定

するという会議になっておりますので、ご意見の方ありましたら、その場で出していただけ

たらと思います。 
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事務局からは、できるだけ本日出てきた質問については、この場で回答をしていきたいと

いうふうに予定していると伺っておりますので、もしご意見等ありましたら、この場でいた

だければと思います。いかがでしょうか。 

 

委員 

 パブリックコメントの資料３については、意見をいただいた方に返すということでよろ

しいですか。 

 

事務局 

パブリックコメントについては個別には回答しませんでして、和歌山市のホームページ

に、この回答の一覧を掲載することによって、回答とさせていただきます。 

これはこの計画に限らず、パブリックコメントであってもそのような回答に統一してお

ります。 

 

委員 

資料３の内容は全て出すということですか。 

 

事務局 

最終、資料 3 の、市民の意見と市の考え方を掲載します。 

 

委員 

ありがとうございます。 

私も会社の方でいろいろ意見を集めたりしてますんで、実際これ 7 者 56 件という数字に

はなってるんですけども、やっぱり、いいなと思ってる人は基本的に回答してこないという

のは、認識いただきたいと思います。帰ってこない意見があるっていうのをちゃんと認識し

ようと思ったときに、どれだけ周知したかっていうところは、アップする側としても、ちゃ

んとやりましたよっていうことになるので、今回、パブリックコメントを 1 ヶ月ですかね、 

で、集めましたっていうことなんですけども、どれぐらいの人の目に止まったかっていうの

が、自信が持てるようなふうになってたらいいかなというふうに思ってます。 

あくまでも、ここ出していただいた意見というのはその方々の意見で、その裏に、いいな

と思ってる方がいるということをご認識いただければなと思います。 

あともう一つですね、ちょっと、今日のお話でないかもしれないんですけども、資料１、

２４ページです。 

児童虐待の件数が増えてますよというところです。数字が増えていますよというところ

だけが上がっていて、内容が分からない。例えば、児童虐待というのには何が該当するかと

いうのが分からない。数字だけが増えているという認識だけをしちゃうと、ちょっと不安に
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なるというか、何をしたら児童虐待になるのか、というのが分からないので、これからこど

もを育てていくとか、そういう人にとっては、昔より児童虐待とされる項目が増えたのかな

とかいう不安を感じるのではないか。これを出すのであれば、内容が分かるような数字があ

れば不安をぬぐえる、またこどもに対してどういう接し方をしていけばいいと考えるきっ

かけになるのかなと思います。 

 

こども家庭センター 

児童虐待の数が増えているということについて、確かに大体右肩上がりに増えてきてる

というのはあるんですけれども、この児童虐待というのは心理的虐待、身体的虐待、要は保

護者の方がこどもに直接身体的な虐待をする、又は暴言とか、例えば、極端な話、夫婦喧嘩

を見せるとか、性的なものとか、様々なものが含まれています。 

実質的に増えてるというのもあるんですけども、これを見たという通告が増えてきてお

ります。 

虐待からこどもをみんなが守っていくという意識の方から、こういうちょっと疑いがあ

れば、児童相談所やこども家庭センターに教えてくれる、そういうふうな環境も整ってきた

というふうな見方もできます。そういう意味で実質的に増えたというのもあるんですけど、

相対的に増えたというのもあると考えます。 

 

委員 

ありがとうございます。私自身、こどもを怒ったりすることもあって、おっしゃられるよ

うに、通報があった場合、時と場合によっては自分もそういう対象になるのかもしれないと

思ったりもしたところです。通報される方も増えているということで、分かりました。あり

がとうございます。 

 

会長 

 ちなみに児童虐待については、資料１の９８ページのところで、児童虐待防止対策の推進

ということで３つほど施策が挙がっています。 

 その他いかがでしょうか。 

 

委員 

資料 1 の 33 ページと、資料４の１ページの４番。 

地域子育て支援拠点事業を利用したいと思わないという方が、非常に増えているという

内容の中で、それを回答した 8 割を超える人が就園児保護者となっていますという説明が

ついているんですが、これは何が言いたいんでしょうか。それならば、就園児保護者を調査

対象とするのは違うのではという違和感を覚えるので、教えていただけたらと思います。 
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子育て支援課 

先ほど担当の方からご説明させていただいたのはですね、ここの項目が、地域子育て支援

拠点事業の利用状況についてというところで、「現在利用しておらず、今後も利用したいと

思わない」というのが多いところですけども、もともとこの調査が、実は就学前の児童の保

護者全体に対しての調査の中で、この地域子育て支援拠点事業を利用したいかを聞いたア

ンケートの調査結果になっておりまして、地域子育て支援拠点事業は未就園児さんが対象

の事業になってます。ただ実際は、調査が保育所とか認定こども園とか就園のお子さんの方

も含めてすべての就学前保護者の方が対象になりまして、その方達はすでに保育所や幼稚

園が行ってることで、利用対象でない人が今後利用しませんっていうような回答が多いと

いうことでの、うちの方で推察ということで回答させていただいたということになってお

ります。以上です。 

 

委員 

ありがとうございます。そういうことであるならば、ここの数字は本来未就の方で調査し

たら、相当数改善される答えが出てくるということで理解してよろしいでしょうか。 

 

子育て支援課 

はい。本来の未就園児対象だけに絞ればこの数字が変わってくるだろうと考えています。 

 

委員 

改善した答えをここに載せないと、これを見ると市民の方々に誤解を与えて、悪いという

印象をもたれるのではないかと思います。これは意見です。ありがとうございます。 

 

子育て支援課 

すいません、ご意見いただきましたので、また、今後のニーズ調査という部分で、こうい

う、今回のこの箇所だけ未就園児という形でいけるかどうかは、これからまた市の中での検

討課題とさせていただきたいと思います。 

 

委員 

ありがとうございます。 

 

委員 

資料２の 8 ページ、計画の推進というところで、やはり今回計画を策定した後、ＰＤＣＡ

サイクルを回すっていうところ非常に大事だと思うんですけれども、具体的に計画を進行

していく間のモニタリングっていうのは、今後どうしていくかというような、そういったあ

る程度具体的な策はあるんでしょうか。 
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事務局 

来年度から各事業、目標値の定める事業に関しては、その進捗管理ということで、子育て

支援課の方で庁内各課に照会しまとめさせていただいて、この会議を少なくとも年最低 1 回

は開催する予定にしています。その中で、特に年度末に関しましては、年度の進捗管理とい

うことで、どれだけこども計画に掲載している事業が実施されているかのチェックを委員

の皆さんとともに審査・管理していきたいと思っております。 

 

会長 

 ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

 

委員 

資料３の７ページ１５番。一時預かりとか産後ケアとか、オンラインでできるようにとい

うことで意見が出ているんですけれども、やはり子育て支援と年齢が高いところの支援と

どう違うかというと、親御さんの方がですね、非常にやっぱり若いので、逆に言うと、そう

いうオンライン申請をしやすいとか、ネットを使いやすいという。それを非常に使われる世

代が多いのではないか、またそういったものを導入しやすいということがあるので、他の面

でもオンライン申請を進めていっていただきたいと思います。 

この件について、ただ単にＰＤＦが載ってるだけなのか、それとも、そういうシステムを

使って申請できるようにしていくのか。その他、子育て支援全体としてもそういう LINE で

あるとかそういうものを使って、発信力を高めていくということをちょっとお考えいただ

いてるのか、その辺少しお答えいただきたい。 

 

保育こども園課 

現在一時預かり事業につきましては、窓口に来ていただいての申請という形をとってい

るんですけども、どうしても利用者が増えてきてる中で、窓口が混雑してるような状況が続

いております。 

これを解消するために令和 7 年度より、年度途中になると思うんですけども、システム

を導入しまして、パソコンや携帯等での申請の手続きに変えていきたいと考えています。 

 

委員 

もう一点、公園の件でですね、資料 3 の 22～23 ページに、やっぱり公園があるのに、ど

うも分かっていないということがあって、結局公園はあるのに活用されていない、もしくは

少ないっていうこともありますけど、この回答としてはほぼ０回答に近いのかなと。 

ありますよと。あるんで確認してくださいと言われるとですね、ほったらかしやなという

感じの回答になってるような感じがします。 

先ほどトイレの件もそうですけど、その上の公園が欲しいっていう意見もある。市民の方
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は公園はあるけど知らない、つまりないと認識している。やっぱり認識していただけるよう

に、情報を公開しないと、ホームページを確認してくださいと書いてますけど、ホームペー

ジに行きつけてない。 

やはり、パンフレットで市内の公園をプロットしたものを配るであるとか、ＱＲコードで

読み込めるようにするとか、例えば乳幼児健診をお配りいただくとかですね、やはりもっと

みんなが集まる場で広報していくということが、非常に重要なんじゃないかなと思ってま

す。 

ここで皆さん課でいろいろ集まっておられるんで、その課だけではちょっと無理なとこ

ろでも、もっと横断的にですね、こういうのを配ってよ、こういうの広報してよというふう

に、広めていかないと。これだけ皆さん集まっていただいてるんですから、その辺ちょっと

広報の仕方を考えていただきたいなと思います。意見です。 

 

委員 

資料1 の25 ページです。反省のとらえ方というところで、ちょっと気になったのですが、

今までの計画の進捗状況を、それぞれ目標達成数、達成率みたいな形でまとめていただいて

おります。 

この成果と反省なんですけども、この達成率はですね、それぞれの目標が例えば 10 項目

あってそのうちの何項目できましたとか、そういう形なんですね。 

それぞれの目標の中身を見てみると、実施回数 3 回ありますとかっていうのもあれば、

参加率 100％にしますとか、参加者数何人にします、とかっていうのがあってですね。それ

ぞれの達成率は出せるんですけれども、これをまとめてしまうと、一生懸命やってたのに、

達成率 50％を割ってるじゃないかっていうようなことになってしまうのではと、そういう

懸念があります。 

例えば 100 人の目標で 98 人でした。でもその項目は未達成になってしまう。それをまと

めて出すと、見た人がですね、和歌山市って何もやってないよっていう思うのではないかな

と思います。まとめ方について、人数とか発生数とか、率とか実数をまとめて表示するのは

ちょっと乱暴かなという気がするんですけど。 

 

事務局 

全体計画の進捗状況に関しては、今、委員ご指摘いただいた通り、具体的な施策に関して、

ある程度基本目標毎の目標達成率で出してる状況です。 

これを事業毎ということになりますと、三期に関しても施策数 150 ぐらいありまして、

これをそれぞれで達成状況ということで、当然目標を達成してるかということは、うちの方

でも重視しているんですけども、この部分に関しては、ある程度まとめさせていただいた形

で、基本目標に対する基本施策の達成率ということで入れさしていただいてるところにな

ります。 
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ちょっと誤解を受けるということになりますと申し訳ないんですけども、一応進捗状況

をまとめさせていただいてるというところでご理解いただければと思います。 

すいません、今私、三期と言ったかと思うんですけど、二期の進捗状況にありますので、

今動いてる計画の進捗ってことになってます。 

新たな計画に関しては、先ほどのお話がありましたように、進捗状況の管理をしっかりや

っていけたら思っております。 

 

委員 

1 点、地域保健課さんへの質問をさせてください。 

資料 3 の 7 ページの 16 番と 8 ページの 17 番のことに関してなんですけれども、園をは

じめ、お子さんが通われている機関との連携は重要なものと考えていますとあります。8 ペ

ージ 17 番にも、保護者や先生のご意見は大変貴重なものとして考えていますというふうに

記載されています。これについて、私立から来ている者として、具体的にどのように先生た

ちのご意見を吸い上げる計画があるのか、もしくはないのか。 

あるのであれば、具体的にこんなタイミングでこんな回数ですとか、相当数いると思うん

で全部というのは無理な話だとは思うんですけれども、 

具体的な計画等あれば、教えていただければと思います。 

 

地域保健課 

資料３、7 ページの 16 番と、8 ページの 17 番、発達支援の状況というご質問になるかと

思うんですが、現在、地域保健課の方ではまず、乳幼児健診のとき、1 歳 6 ヶ月児健診、3

歳児健診、このときに、発達の相談っていうのをやってます。 

それ以外に、例えば幼稚園でありますとか、保育所でありますとか、そういった所属の方

から、ご相談を受けるようなケースも当然ございます。 

そういった中で、継続して支援が必要な方には、たとえば親子教室から始まりまして、支

援というのが開始されます。 

それ以外にも、児童発達支援の事業所さんであるとか、或いは児童発達支援センターの方に

繋がるようなお子さんというのもいらっしゃいます。 

そういった状況です。 

資料３、8 ページの 17 番、5 歳児相談事業の部分なんですけれども、これは、幼稚園や

保育所等を訪園させていただいて、様子を把握させていただくんですけれども、行かせても

らったときに、幼稚園の先生方からまずお話を聞く時間を設けております。 

その中で、情報を仕入れさせていただきますし、ここにも書かせていただいてるんですけ

れども、保護者様の方にも回答していただく調査票もございますし、園の方からも気になる

お子さんについての情報というのをいただいております。 

ただ事前にそういったいろんな情報をいただいた上で、巡回のご相談に行かせていただ
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いて、実際のお姿を見させていただいた上でですね、継続して支援が必要なお子さんにつき

ましては、もちろん保護者様の個別の相談も受けるような状況になっておりますし、継続し

て園とも、いろんな情報を連携して、今、支援に当たらしていただいているというそういっ

た状況になります。以上です。 

 

委員 

ありがとうございます。期待して、園の方でもそういう機会があればお伝えしていこうと

思いますけれども、この意見は実際のこの方の感じたことだと思いますので、こういった部

分も含めてよりケアができていけたらなと思います。 

 

会長 

はい。ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか。 

 

委員 

先ほどパブリックコメントに意見集めに市報わかやまとか載せてたということなんです

けれども、改めて考えますと、私の周り自治会に入ってない方がいます。おそらく市報わか

やまは届いていません。 

なので、あとは、ここに書いてあるホームページは、基本的にプッシュではないので、自

分から見に行かないっていうところと、子育て支援課のＳＮＳは登録者のみ。 

なので今後に向けてっていうことで考えるとですね、やっぱり和歌山市に転入してきた

時点で、行政サービスすべて、何かしらアプリでわかる、例えば市報和歌山からアプリに飛

ばすとか、そういう方法にしていかないと、ここに書かれてる情報に繋がってた人って少な

いのかなというふうに思います。今回、ちゃんとやりましたよって形で、仕方ないのかなと

思いますけども、今後に向けて、情報を展開していく上で何をするべきかってところ、もう

一回見直していただければなと思います。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

まず議題１につきましてはこども計画案に対する、最終調整ということになっておりま

すけれども、今までのところ、特にこども計画案そのものに対しては、特に大きな修正とか、

この件については修正してもらいたいというふうな意見は、出ていないかなというふうに

思います。 

ほとんどの意見は、次回のこども計画案の策定であったりとか、それから今回定めたこど

も計画案を進めていくにあたって、この点については、注力していただきたいというふうな

ご意見がほとんどかなというふうに思っておりますけれども、そろそろ時間が結構かかっ

てしまいましたので、こども計画案の方についての、意見については、今のところ出ており
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ませんけれども、この場ではないということでよろしいでしょうか。 

 

委員 

すいません。今回の内容に入れてくれってお話とかではないんですけれども、子育てって

いうところで、この計画に書いてるのって、多分サービスを利用する方のお話だったりがメ

インになってくると思うんですね。ただ、そこで働く人たちの処遇であったりっていうとこ

ろをしっかりしていってあげないと多分、こういういろいろなところをアップデートして

いっても、働いてる方が増えていかないという現状がもう目に見えてるのかなと思います。 

その辺のこともしっかり計画に載せられてるっていうところで、利用する側にとって、ち

ゃんと子育てのことをしっかり和歌山市が考えてくれてるんだなって感じる 1 つのポイン

トにはなってくるのかなと思うので、ぜひ次回のときには、その保育士さんであったり、そ

の現場で働く方のところの質を高めていくという内容も、計画も盛り込んでいるととても

いいのかなと思いました。 

 

会長 

はい、ありがとうございます。その他、よろしいでしょうか。 

それでは、ここまで、議題 1 で、パブリックコメントの結果を受けまして、和歌山市こど

も計画案及び計画の概要は、一定審議をいただきましたけれども、最終的にこの計画案でよ

ろしいでしょうかということで、承認をこの場でいただけたらと思います。 

承認についてですけれども、拍手でということでお願いしたいと思いますけれども、いか

がでしょうか。 

 

【一同拍手】 

 

会長 

はい。ありがとうございます。 

それでは、この計画案については、異議なしということで、この計画案を和歌山市こども

計画とさせていただき、なお、今日の意見で、たくさんの意見を出していただきましたけれ

ども、特にこのこども計画案のパブリックコメントのやり方、周知の仕方であったりとか、

市民の皆さんに知ってもらうっていうところ。そして、より具体的には、このこども計画案

の中で盛り込まれました、様々な施策についてのアクセスする、その部分のところをきちん

と担保していくということが、今後の大きな課題として、様々な形で指摘されたのかなと思

います。 

また先ほどＰＤＣＡサイクルを回していくっていうふうなお話がありましたけれども、

このＰＤＣＡサイクルを回していくっていうことの中で、今出てきたようなご意見といっ

たものを、ぜひ踏まえて計画の実現に向けてご尽力いただければなというふうに思います。 
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さらに次回のこども計画案を作成する場合にはですね、今回パブリックコメントの中で

もありましたけれども、もう少し子どもの権利条約の考え方を盛り込んではどうかという

ご意見があったりとか、不登校とか、外国人の方、ひとり親家庭、それから障害を持ってい

るこどもたちなど、多くの方を含んで、インクルーシブの姿勢といったものを、もう少し推

進していく必要があるのではないかっていうような意見もあったかと思うので、その点に

ついては、今後のこの和歌山市のこども計画を作っていく、あるいは進めていく際の 1 つ

の視点として取り組んでいただければなというふうに思っております。 

それでは以上をもちまして、議題の 1 を終わらせていただきたいと思います。 

続きまして議題の 2、特定教育保育施設の利用定員について、事務局から説明をお願いい

たします。 

 

【保育こども園課より特定教育・保育施設の利用定員について説明】 

 

委員 

この利用定員のお話あったんで、それは分かるんですが、実はもう私ずっと思ってるんす

よ。こども園や保育園、いろんな施設ある中で、保育こども課からは説明あったけど、教育

委員会からはこういう説明ここで受けたことない。 

それで、岡山幼稚園も知らん間に何か決まってすでにそういう報告を受けたここにある

って書いてるのに、保育こども園課だけしか言ってこない。 

だから今回もないんやと思うんやけど、片一方だけ聞いてて、それですべてのこどものこ

とをやってるんですよって言われても、そっちが把握してる分だけ出すというのは、あまり

意味がない。 

全部教えてくれて、これでパイが足りるんですかというならば話ができる。 

ですから、この計画が最後なのでちょっと言っときたいんですけど、80 万人から去年 70

万人切ったんです、こどもが。 

それで、多分幼稚園さんもわかってると思うし我々もそうなんですけど、そこから、今度

8 年度というと、丙午の年になるんです。60 年に 1 回の。必ず落ちるんです。 

そういうのをなくして、ここは数字だけでこうですよあれですよって言っても、実際そう

いう実情に沿った形でなってるのかなあと 

もっとやっぱり計画的にそこまでされてるんだったら、きめ細かくこう一字一句までさ

れてるんだったら、実際、人数のカウントってのは非常に大事なんで、それで例えばこども

たちにいろんなことをこれもあれもって計画に書いてるけども、それよりもそのこどもた

ちが果たしてそのパイの中に入るかどうかっていうことの方がずっと僕は大事だと思う 

教育委員会はもう今後も 1 個も出せへんなら出せへんということで我々もそれわかった

上で決めていったらいい話なんでね。 

特に公立の幼稚園とか、公立の幼稚園なんていうものすごい人数減ってるんでしょ。 
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障害のもったお子さんのお母さんがら、公立の幼稚園行くっていうんです。なぜって聞い

たら、あそこは 8 人しかいないので先生もよく見てくれるというんです。だから、お父さん

お母さんは現実に近い形でのセレクトされているわけです。だから、そういうところはそれ

でいくならいいよね、ってそうじゃなくて、でもやっぱり全体的にこうだよっていう話をし

ていってあげないと、大きくこどもの数が変動したときに、今の和歌山市の定員状況やった

ら、うまく進めていけるのかどうか、非常に疑問がある。 

だから教育委員会ではやってないということで、私はそういうふうに捉えたんやけど、も

し何かあるなら言っていただきたい。 

 

会長 

今委員から出たご意見についてということで、そもそもおそらくこの和歌山市の子ども・

子育て会議自体が、委員が言われるように、まずこども全体のことを考えて、それぞれの課

を横断的に考えていくっていうふうなことのためにこの会議があると思います。 

委員のご意見はごもっともだというふうに思いますけれども、ただ、これまでの慣例の中

で、こういう形で出てこなかったっていうこともあるかと思います。 

ですので、委員が言われていましたように、今後、そういったこともぜひ検討していただ

きたいなと、私も聞きながら思っておりましたけれども、教育委員会の方から何かございま

したら、よろしくお願いいたします。 

 

教育学習部 

教育委員会が所管しているのは、市立の幼稚園です。対象年齢となった時に、保育園なり

幼稚園なり市立なり私立なりと選ばれる中で、我々は公立の幼稚園をカバーしているとこ

ろです。定員に関して言えば、変更ございませんので、報告の必要性については、申し訳ご

ざいませんが存じていませんでしたけれども、以後、こういう機会があって、そういう報告

が必要があればやっていきたいと思います。 

 

委員 

説明があればじゃなくて、しなくちゃおかしいでしょ。 

ここで全体で皆で大事なことを決めるんでしょ。 

数が要するに足りるのか足りないのか、障害あるお子さんにについては、もっと施設もい

るんじゃないのかって考えないかんのに。もっと全部出して、足りないなら足りないで何と

かしてくださいというのが普通なんじゃないですか。 

 

教育政策課 

公立幼稚園の定員について、今のところ言わせてもらうところはないので、書かせてもら

ってないところなんですけども、量の見込みについては、今日は提示していただいてる資料
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２の概要版のところ、本体にも載ってるんですけども、そこの 6 ページ目のですね、その量

の見込みっていうところの、小さい表なんですけれども、②の特定教育保育施設の 1 号こ

どものところに含まれてるっていう形になります。 

 

会長 

はい、ありがとうございます・資料 2 の、6 ページから 7 ページにかけて、幼稚園のこと

が出ているかなという。 

あと、資料１、134 ページから 135 ページに、市立幼稚園の今後のあり方というのが載って

いるかと思いますので、ぜひ、こちらの方を踏まえて、今後、詳しいこの計画の数値をどう

いうふうに出していくのかとか、全体が量の見込みなんかもどういう風に出していくのか

っていうのは、ぜひ検討いただけたらなと思います 

この保育量の見込み自体は、毎年数値で出てきて、この会議で検討されることになるかと

思いますので、また、検討いただければと思います。 

 

委員 

これ会議で無理かもしれませんが、公立の幼稚園や保育園の代表も、もし席を同じにでき

るんであれば、本当の意味で和歌山市のこどもたち全体について語り合えるんではないか、

もうずっとずっと、その思いでいっぱいです。 

あと小学校につないでいくわけですから、教育委員会全体もそのことは思ってるんです

が、なかなかそこの壁っていうか何かあるんでしょうか。 

来年、またこの会議を続けていくならば、代表の方も入っていただけたら本当の意味でこ

どものために考えられるのではないかなと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

 

会長 

その他いかがでしょうか。 

 

委員 

多分皆さんご存じだと思うんですけど、保育の2025年問題というのがもう始まってます。 

基本的にはもう 2021 年ぐらいから、全国的には起こりうる、起こってる事案もございま

して、何がすごいかっていうと、先ほど先生がおっしゃった企業型の保育所さん、で少人数

っていうのは、辞めるにあたって、事後報告でもいいっていう法整備になっている。 

企業が全国何園も持ってて、採算の取れてないが何園もあるとしたら、もう 3 か月後か

ら閉園しますと。保育士も足りてて園児もいるっていう状態でも、もう 3 か月来たらひど

いところは鍵つけかえちゃうという。 

企業の人が、もう会社の人が来て、もう入れませんってやって、鍵をつけかえてっていう

閉園の仕方をしてるらしいです。 
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2025 年問題っていうのは、2025 年をピークに、今まで待機児童があったから保育所頑張

っていっぱい作って、民間にも作ってもらいました。そういう状態で、ずーっときてたと思

います。 

それが、こどもの数が減少していくにあたって、やっぱり採算とれなくなってる園は片っ

端から閉めていく。そういうのがもう始まってるっていうことなんで、和歌山県で多分、こ

れから起こりうる形にはなると思います。 

その上、信愛さんも募集を、新年度からしないということなんでね。 

養成校との連携とかもいろいろ書かれてるんですけど、養成校がなくなってしまうので。

どうして連携していくのかっていうのも、僕ら思ってるところになります。 

もともと、教員になるとか、保育士になる方のパイが大変少ないのに、定員も増やして、

しかも 0 歳児なんて、先生 1 人で何人見れんのっていう状態で、保育士の数がすごい必要

になります。 

なのに、それがもし、０歳１歳が待機児童があって定員を増やす必要があるならば、5 歳

とか 4 歳の教員を確保するためにも、０歳１歳の定員を増やした分だけの５歳４歳の定員

を減らせばいいかなと思います。 

申し訳ないですけど、砂山保育所さんって充足率って何％なんでしょうかっていう状態

なんですけど。 

はっきり言います。うちは私立の幼稚園だからいいですけど、もう本当に、20 年前と 10

年前かと比べると、教員取れる人数、昔は採用試験やったら、16 人ぐらい、しかもみんな

優秀な人っていう状態だったんですけど、今はもう本当採用するっていっても、新卒が 1 名

来る。そういう状態にしかなってません。で新卒さん来ました。1 年もちません。そういう

子がすごい増えてます。 

そういう時代になってきてるっていうのは頭に入れて、配置基準も全部考えていただけ

たらと。私立、公立、保育所も、いろいろいっぱいあると思います。 

それらの人数をすべて鑑みて、配置基準をできるような形で考えていただけたらなとは

思うんです。 

いや、以前もね、公立保育所が建て替えっていう話もあったんですけど、基本的に今の現

状では本当に、定員に対する有効％以下の園ばっかりだと思います。 

もう本当に、お願いしたのが、0 歳１歳をメインにした公立にしていただけるんだったら、

本当にいくらお金突っ込んでくれてもいいかなと。 

私立の幼稚園とか、私立の保育所には、2,3,4,5 歳っていうような年齢を任していただく、

そんな住み分け。 

それと、公立幼稚園に関しては、グレーゾーン、今はパステルゾーンという言葉が新しく

出てるらしいですけども、パステルのお子さんを専門に扱うのが、公立さんであっていただ

くと、棲み分けができて、しかも、保育士幼稚園教諭の配置基準っていうのがもう本当に今、

大変になってます。 
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もう、皆さん、保育士の募集の求人の金額見たことありますか。とんでもないところは、

24 万から 30 万、和歌山市でそんな金額で挙げてるところがあります。じゃないとやっぱり

来てくれない。 

そういう時代にきてるっていうことを、ちょっと皆さん考えて欲しいと思いますね。 

確実に和歌山の未来ってなくなると思います。もう教育のレベルは圧倒的にこれから下

がっていく一方。小学校も関してもそうですよね。 

やっぱり、親にとって大切なこどもを預けたい、すごい教育を受けさせたいっていう気持

ちで、皆さんいろんなところに託すと思います。 

なんで、やっぱり一度いろんな業種の方も集まって話し合っていただきたいなと思いま

す。そして、和歌山市の未来のために、本当に良い保育・教育できるような形であって欲し

いかなと思います。 

はっきり言ってもうこどもの数って毎年和歌山市で 100 人 200 人って減っいて、本当に

ね、もう、これ言ってたらどうしようもないんですけど、住民税集まんなかったらいろんな

サービスっていうのは、できなくなってしまうっていうのがあるんで。やっぱり住みやすい

まちづくりっていうのを念頭に上げて、皆様、よろしくお願いしたいと思います。すみませ

ん、長くなりました。 

 

会長 

ありがとうございます。その他ございますでしょうか。 

 

委員 

すいません。今の提案の中の公立のほうは支援の必要な方、もしくは 0 歳 1 歳だけって

いうお考えは、少し考え直していただきたいと思います。 

今インクルーシブ教育保育と言われていて、いろんな子が集まって、そこで初めて新たな

保育を目指していく社会になってますので、私立の幼稚園でもいろんな子がいて、そういう

教育できるような状態を作らなければ、いけないというのが 1 つです。 

それから保育士養成に関しては、本当に高校生がいないんです。こちらに来たいという高

校生がいない。やはり、魅力ある保育者像を、県の方も考えてくださって事業も進めてくだ

さっていますが、やっぱり今企業の待遇の改善が非常に素晴らしいんですよね。和歌山も上

がってきてると言いますが、大阪に比べたらまだ待遇が低い。よく考えてくださってると思

うんですけども。 

だから、公立私立も含めた待遇改善の方をやっぱり考えていかないと、保育者を増やすっ

ていうのはなかなか難しい。こどもが少なくなってるから、保育者は少なくていいかって言

われてしまう現状もあるんですけれども、今の 2 つ、保育者の待遇改善ということと、やっ

ぱりすみ分けというのは少し考え直していただきたい。お願いします。 
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委員 

すいません。すみ分けしないと、本当に人材不足で。多分、10 年後って、定年退職して

る先生ばっかりになります。 

やっぱり自分たちも、歳は取っていって、そこから離れていくんで。今、頑張ってくれて

る教員も歳とってそのうち離れることで、やっぱり若い人育てないといけない。でも、やっ

ぱり今は、住み分けしていかないと多分和歌山生き残れないですよ。 

 

委員 

すいません私、一般市民でどこが管轄なのかわかんないんですけど、実際のところ、こど

もの数より定員が多い少ないっていうことを今議論されているのか、実際ここで皆さんが

議論して、じゃあここで定員の案を取り下げますとなるのかが気になっていて。皆さんこの

案を止めますとしたいのかどうなのかと思ったんですけど。 

 

会長 

今議論している点は、資料 5 の方に直接関わることではないのかなというふうに思いま

す。 

むしろ、今後、この量の見込みっていったものを、考えていく際に、和歌山市全体のこど

もの数とそれから受入先ですよね。幼稚園、保育園、私立、公立を問わず。 

その点を考えていくために、データをきちっと出していく必要があるんではないのかっ

ていうふうなご意見かなと思いますし、そのことは教育委員会さんも多分おそらく、同じ気

持ちで座っていただいてるというふうに私自身は思っておりますので、今後、この量の見込

みっていったことを考えていく際に、そういうふうな数字の出し方みたいなのもぜひ、検討

していただきたいと思います。 

 

では、その他ございますでしょうか。 

今議論がありましたようなことなんかが、きちんと量の見込みということを、念頭にしな

がら、今のような議論ができるというのが、子ども・子育て会議の目指すところなと思いま

すので、次年度への課題という形で、今後、検討していただければと思います。 

それでは、以上をもちまして、議題２のほうは終わらせていただきます。 

議題３にその他とありますが事務局から何かございますでしょうか。 

 

事務局 

はい、ございます。 

本計画は、今回の会議を持ちまして、最終確認させていただいた後、3 月末に完成させて

いただきます。 

委員の皆様には、後日送付させていただきます。 
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また、委員の皆様におかれましては、この 3 月末をもちまして、2 年間の任期が満了とな

ります。 

これまでの計画の策定に大変ご尽力いただきまして、ありがとうございました。 

団体を代表し、就任していただいてる委員の方々につきましては、後日改めて、次の就任

についてご依頼させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

私からは以上です。 

 

会長 

ありがとうございました。 

それではこれをもちまして、令和 6 年度第 5 回和歌山市子ども・子育て会議のでは終了

となります。 

皆様ご協力ありがとうございました。事務局の方、お願いいたします。 

 

司会 

おかげをもちまして議事はすべて終了いたしました。 

会長におかれましては、議長を務めいただき、ありがとうございました。また、委員の皆

様、ありがとうございました。 

それでは最後に、こども未来部長より閉会の挨拶を申し上げます。 

 

【こども未来部長挨拶】 

 

司会 

以上をもちまして、令和 6 年度第 5 回和歌山市子ども・子育て会議を閉会させていただ

きます。本日はありがとうございました。 


